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12月3日（金）にSSTを行いました。クリスマス

シーズンという事もあり、画用紙と紙コップを使って

クリスマスツリーを作製しました。ツリーを型紙通り

にハサミで切り抜くのは少し大変でしたが、各自で飾

りつけをして綺麗なツリーが出来上がりました。

沢山のタオル、雑巾のご協力ありがとうございました。

おかげさまで、すずかぜを綺麗に掃除して新年を迎えることができました。

今年度の健康診断は、1月25日（火）に行う予定です。後日、問診表を配布します

ので記入をお願いします。

レントゲン撮影時は、柄や装飾のついているシャツは脱いで撮影しなければなりません。

当日は無地のシャツを着用して頂くと撮影時に脱がなくて済みますのでスムーズに検診

が受けられます。ご家庭に無地のシャツがありましたら着用してください。

～年頭ごあいさつ～

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

皆さまには、平素より当法人障害福祉事業に対しましてご理解とご協力を賜り、心より厚く御

礼申し上げます。

昨年は、新型コロナウイルスの感染拡大により、当たり前の日常生活が大きく制限されてしま

いました。

「すずかぜ」関係者の皆様も緊張感の中での生活が続き、本当に大変な毎日をお過ごしのこと

と存じます。

そのような中にあっても、感染拡大防止にご協力をいただき、皆様には心より感謝を申し上げ

ます。

県内の多くの施設で感染者が発生した中、幸い当施設からは一人の罹患者も出さずに新年を迎

えることが出来ました。

オミクロン株の出現もあって未だ収束には至っていませんが、今後も一人ひとりが意識して、

私たちにできる感染防止策を実践していくことが大切です。

思いもよらない長期化したコロナ禍で、改めて命の尊さや人が生きることの尊厳について振り

返って考え、私たちの施設からも、様々な工夫した取り組みが実践されました。

本年におきましても、障がい福祉の充実を目指し、創意工夫を重ねて、利用者・保護者、関係

者の皆さまとともに邁進していく所存でございます。

とりわけ20年目を迎えた本年からは、利用者の将来を見据えて、「暮らし」や「健康」につ

いての課題を重点的に取り組んでまいります。

現在、国では「障害者総合支援法」施行３年後改正の支援制度の見直し議論が進んでいます。

コロナ禍での実践から得たものが、この法律で積み残されてきた課題の解決に結びつくことを

願っています。

皆さまが心に描いている輝かしい未来を、一つずつ実現していくために、本年も運営に全力投

入することを改めてお約束申し上げるとともに、当施設に対しまして益々のご理解とご協力を賜

りますよう心からお願い申し上げます。

新春の門出にあたり、関係者の皆様の益々のご発展とご健勝をご祈念申し上げ､新年のご挨拶

とさせていただきます。

本年もよろしくお願いいたします。

2022年元旦

障害福祉サービス事業所すずかぜ

施設長 杉本立己

～ご寄付ありがとうございました～
すずかぜ後援会「ふれあいの会」様から御寄付をいただきました。

利用者のために大切に使わせていただきます。ありがとうございました。
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